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由
づ
け
と
し
て
「
賢
い
支
出
」
を
う
た
っ
て
い
る
。
だ

が
、
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
に
国
関
係
で
使
わ
れ

る
「
ワ
イ
ズ
・
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
は
、
経
済
対
策
の

理
論
武
装
概
念
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
単

純
化
さ
れ
た
乗
数
効
果
や
初
期
投
資
判
断
の
た
め
の
費

用
対
効
果
と
は
違
い
、
短
期
的
で
は
な
く
中
長
期
的
な

経
済
成
長
力
を
高
め
る
た
め
の
好
ま
し
い
財
政
出
動
と

い
う
考
え
方
だ
。更
に
、現
在
で
は
投
資
効
果
を
、例
え

ば
、
道
路
で
は
未
開
通
区
間
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
る

物
流
、
商
流
、
生
活
利
便
性
、
観
光
、
地
域
設
備
投
資

な
ど
様
々
な
視
点
で
ス
ト
ッ
ク
効
果
が
ど
の
程
度
あ
る

の
か
と
い
う
事
業
評
価
も
広
が
り
始
め
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
「
一
者
入
札
問
題
」
だ
。
小
池
都
政
の

特
別
顧
問
な
ど
が
意
図
的
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、

過
去
議
論
と
な
っ
て
き
た
こ
と
を
避
け
て
い
る
。

　

入
札
が
成
立
し
な
い
問
題
や
結
果
的
に
応
札
者
が
一

者
し
か
い
な
い
「
一
者
入
札
」
を
東
京
都
の
特
別
顧
問

ら
は
財
務
局
見
解
を
否
定
、「
競
争
性
が
認
め
ら
れ
な

い
」
と
し
て
、
複
数
応
札
に
よ
る
落
札
率
下
落
に
期
待

を
寄
せ
た
。

　

こ
れ
は
競
争
性
が
な
い
高
落
札
率
は
問
題
と
い
う
意

識
が
根
底
に
あ
る
が
、
会
計
法
、
地
方
自
治
法
に
基
づ

く
調
達
に
お
け
る
競
争
性
の
意
味
を
は
き
違
え
て
い
る
。

公
共
調
達
に
関
す
る
代
表
的
条
項
と
し
て
、
例
え
ば
、

会
計
法
第
二
十
九
条
の
三
や
地
方
自
治
法
第
二
百 

三
十
四
条
が
あ
る
が
、
公
共
調
達
で
求
め
ら
れ
る
競
争

性
と
は
、
一
般
競
争
入
札
と
し
て
参
加
資
格
の
あ
る
企

わ
る
予
定
価
格
の
公
表
時
期
だ
け
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

最
低
制
限
価
格
制
度
は
維
持
さ
れ
る
し
、
一
者
入
札
対

応
も
現
行
ど
お
り
。

　

つ
ま
り
、
地
元
の
中
小
建
設
業
に
と
っ
て
今
回
の
入

札
契
約
制
度
改
革
は
、
予
定
価
格
公
表
時
期
が
事
後
公

表
に
変
わ
る
だ
け
の
影
響
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
が
表
面

的
、単
純
な
構
図
と
し
て
、無
関
心
を
装
う
中
小
建
設
業

と
、
様
々
な
制
度
変
化
に
関
心
を
寄
せ
る
地
元
大
手
、

中
堅
、
準
大
手
、
大
手
の
建
設
企
業
に
分
か
れ
た
。

　

実
は
こ
の
入
札
契
約
制
度
改
革
を
別
の
側
面
か
ら
見

る
と
、
中
小
企
業
へ
の
配
慮
も
怪
し
い
と
思
わ
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
も
出
て
く
る
。

　

そ
も
そ
も
、
東
京
都
の
入
札
契
約
制
度
改
革
は
昨
年
、

小
池
知
事
誕
生
後
に
設
置
さ
れ
た
都
政
改
革
本
部
で
、

豊
洲
新
市
場
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
三
施
設
建
設
の
調
達
手
法
な
ど
の
課
題
検
証
や
一
者

入
札
問
題
の
議
論
を
通
じ
て
、
調
達
・
入
札
制
度
適
正

化
に
向
け
た
見
直
し
が
底
流
に
あ
る
。
こ
の
流
れ
を
け

ん
引
し
た
の
は
、
特
別
顧
問
と
い
う
名
称
で
議
論
に
参

加
し
た
外
部
有
識
者
だ
っ
た
。

業
が
自
由
に
応
札
で
き
る
「
機
会
」
を
設
け
る
こ
と
だ
。

正
当
な
手
続
き
で
機
会
を
設
け
た
結
果
、
応
札
者
が
仮

に
一
者
だ
っ
た
と
し
て
も
入
札
を
中
止
し
な
い
こ
と
が

公
共
調
達
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
理
由

か
ら
だ
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
競
争
性
が
都
民
か
ら
見
え
に

く
い
一
者
入
札
を
減
ら
し
、
入
札
の
競
争
性
・
透
明
性

向
上
を
図
る
」
と
い
う
目
的
で
、
希
望
申
請
時
に
希
望

者
な
し
か
希
望
一
者
の
場
合
は
入
札
を
中
止
す
る
の
は

な
ぜ
か
。
カ
ギ
は
、
一
者
入
札
中
止
対
応
と
し
て
、
同

一
案
件
を
三
回
以
上
入
札
に
付
す
場
合
に
は
、
三
回
目

か
ら
予
定
価
格
を
「
事
後
公
表
」
か
ら
「
事
前
公
表
」

に
切
り
替
え
る
対
応
だ
。
な
ん
の
こ
と
は
な
い
、
財
務

局
契
約
案
件
と
い
え
ど
も
建
設
業
者
、
設
備
業
者
は
予

定
価
格
を
事
前
公
表
す
れ
ば
、
最
終
的
に
入
札
が
成
立

す
る
と
の
思
い
が
透
け
て
見
え
る
。

　

そ
も
そ
も
外
部
有
識
者
が
主
導
し
た
都
政
改
革
本
部

会
議
の
調
達
・
入
札
制
度
議
論
の
根
底
に
あ
る
の
は
、

官
積
算
は
正
し
く
、
事
後
公
表
に
な
れ
ば
予
定
価
格
超

過
が
増
え
か
ね
な
い
と
い
う
あ
る
意
味
、
時
代
錯
誤
と

も
い
え
る
認
識
だ
。
例
え
ば
、
業
界
向
け
説
明
会
で
明

ら
か
に
し
た
「
予
定
価
格
の
事
後
公
表
、
不
正
防
止
策
」

と
し
て
打
ち
出
し
た
全
者
予
定
価
格
超
過
に
な
っ
た
場

合
、
そ
の
日
の
う
ち
に
更
に
二
回
入
札
を
行
う
と
い
う

対
応
だ
。

時
代
錯
誤
の「
官
尊
民
卑
」「
正
し
い
官
積
算
」

　

昨
年
冬
の
時
点
で
の
注
目
は
、
一
者
入
札
問
題
に
つ

い
て
「
競
争
性
が
認
め
ら
れ
な
い
」「
入
札
す
る
業
者
側

が
応
札
者
数
の
情
報
を
把
握
し
て
い
る
可
能
性
が
認
め

ら
れ
る
」
と
の
見
方
を
示
し
た
の
に
対
し
、
東
京
都
財

務
局
は
反
論
の
見
解
を
出
し
た
が
、
否
定
さ
れ
た
。

　

小
池
知
事
は
小
泉
政
権
時
代
に
環
境
相
を
務
め
、
郵

政
解
散
総
選
挙
で
は
刺
客
と
し
て
立
っ
た
。
だ
か
ら
な

の
か
、
入
札
制
度
問
題
と
し
て
浮
上
し
た
「
一
者
入
札
」

「
ワ
イ
ズ
・
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
賢
い
支
出
）」「
都
民
フ

ァ
ー
ス
ト
」
な
ど
の
言
葉
が
過
去
、
小
泉
元
首
相
が
得

意
と
し
た
「
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
と
重

な
る
。

　

し
か
も
、
小
池
都
政
が
し
た
た
か
な
の
は
「
ワ
イ

ズ
・
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
」「
一
者
入
札
」
な
ど
過
去
に
話

題
と
な
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
、
過
去
と
は
違
う
意
味
合

い
を
持
た
せ
て
使
っ
て
い
る
点
だ
。

　

小
池
都
政
は
「
ワ
イ
ズ
・
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
を
こ

れ
ま
で
の
入
札
契
約
制
度
に
問
題
が
あ
り
是
正
す
る
理

競
争
性
、必
要
な
の
は「
結
果
」で
な
く「
機
会
」

　

た
だ
、
今
回
の
入
札
契
約
制
度
改
革
に
対
す
る
評
価

が
中
小
企
業
と
そ
れ
以
外
と
い
う
単
純
な
二
項
評
価
に

止
ま
ら
な
い
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
財
務
局
契
約
案
件

で
採
用
す
る
低
入
札
価
格
調
査
制
度
の
調
査
マ
ニ
ュ
ア

ル
改
正
か
も
し
れ
な
い
。

　

改
正
そ
の
一
は
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
策
と
し
て
社
会

保
険
未
加
入
対
策
強
化
と
し
て
、
見
積
書
に
法
定
福
利

費
が
別
枠
計
上
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
失
格
、
更
に
過

去
三
年
間
に
施
工
し
た
公
共
工
事
の
施
工
体
制
台
帳
で

未
加
入
が
確
認
さ
れ
て
も
失
格
と
な
る
。

　

ま
た
、
改
正
そ
の
二
と
し
て
工
事
成
績
判
断
基
準
を

導
入
、
過
去
三
年
間
の
工
事
成
績
評
定
で
六
五
点
未
満

の
も
の
が
あ
れ
ば
失
格
さ
せ
る
ほ
か
、
こ
う
し
た
低
入

札
価
格
調
査
を
経
て
契
約
し
て
も
施
工
後
の
追
跡
調
査

を
厳
格
化
さ
せ
、
未
提
出
で
指
名
停
止
、
施
工
途
中
に

一
次
下
請
の
社
保
未
加
入
発
覚
時
は
即
、
指
名
停
止
と

す
る
。
こ
の
ほ
か
特
別
重
点
調
査
を
廃
止
し
、
そ
の
基

準
額
を
即
失
格
に
す
る
失
格
基
準
に
す
る
。

　

社
保
未
加
入
対
策
の
取
組
み
が
五
年
前
か
ら
よ
う
や

く
始
ま
っ
た
こ
と
や
、
工
事
成
績
で
赤
点
と
い
わ
れ
る

六
〇
点
ラ
イ
ン
で
は
な
く
六
五
点
ま
で
ハ
ー
ド
ル
を
上

げ
て
、
低
入
札
価
格
案
件
に
失
格
で
臨
む
の
は
、
時
代

錯
誤
的
考
え
と
は
違
う
力
学
が
今
回
の
入
札
契
約
制
度

改
革
で
働
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

今
後
問
わ
れ
る
の
は
、
東
京
都
発
注
案
件
に
応
札
す
る

全
規
模
階
層
の
建
設
業
者
、
設
備
業
者
の
行
動
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
て
ほ
し
い
。

東
京
都
の
入
札
契
約
制
度
改
革
を
考
え
る

的
内
容
に
関
す
る
業
界
向
け
説
明
会
を
経
て
、
東
京
都

が
六
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
入
札
契
約
制
度
改
革
」

に
対
し
、
建
設
業
界
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

無
関
心
を
装
う
向
き
と
、
契
約
制
度
改
革
に
強
い
懸

念
を
隠
さ
な
い
企
業
経
営
者
と
い
う
相
反
す
る
二
つ
の

流
れ
が
、
東
京
都
の
入
札
契
約
制
度
改
革
に
対
し
て
あ

る
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

四
月
下
旬
に
業
界
向
け
説
明
会
で
示
さ
れ
た
の
は
、

制
度
改
革
初
弾
と
し
て
行
う
も
の
と
し
て
、
財
務
局
契

約
案
件
（
建
築
三
・
五
億
円
以
上
、
土
木
二
・
五
億
円
以

上
、
設
備
四
、〇
〇
〇
万
円
以
上
）
は
六
月
か
ら
、
財
務

局
契
約
以
外
は
十
月
を
め
ど
に
始
め
る
こ
と
を
前
提
に
、

①
予
定
価
格
の
事
後
公
表
②
Ｊ
Ｖ
結
成
義
務
の
撤
廃

③
一
者
入
札
（
希
望
申
請
時
）
の
中
止
④
低
入
札
価
格

調
査
制
度
の
適
用
範
囲
拡
大
│
の
四
つ
。
こ
の
う
ち

地
元
中
小
建
設
業
が
主
戦
場
に
し
て
い
る
財
務
局
契
約

以
外
の
局
（
所
）
契
約
で
今
回
の
入
札
契
約
制
度
改
革

で
変
更
さ
れ
る
の
は
、
事
前
公
表
か
ら
事
後
公
表
に
変

大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く

年
三
月
末
の
「
入
札
契
約
制
度
改
革
の
実
施
方

針
」
の
公
表
、
四
月
下
旬
の
実
施
方
針
の
具
体
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